
ＶＧ槻輪だより 会報第７９号                                 ２  
平
成
２３
年
４
月
２１
日
（
木
）  

 

西
武
高
槻
東
京
三
菱
Ｕ
Ｆ

Ｊ
銀
行
前(

送
迎
バ
ス)

 

高
槻
森
林

観
光
セ
ン

タ
ー
（
田

能
） 

天
候 

快

晴 
 

 

高
槻
森
林

観
光
セ
ン

タ
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大
阪
府
高

槻
市
大
字

田
能
に
あ

る
温
泉
施

設
、
キ
ャ

ン
プ
場
、

宿
泊
施
設

な
ど
の
レ

ジ
ャ
ー
施
設
の
総
称
で
あ
る
。

大
阪
府
森
林
組
合
が
運
営
し

て
い
ま
す
。 

春
は
散
策
に
わ
ら
び
摘
み
。

夏
は
キ
ャ
ン
プ
や
川
遊
び
、

そ
れ
に
ホ
タ
ル
鑑
賞
。
秋
は

栗
ひ
ろ
い
に
紅
葉
狩
り
、
冬

は
雪
景
色
の
中
の
鍋
料
理
。

自
然
と
一
年
中
遊
べ
る
、
森

の
中
の
レ
ジ
ャ
ー
ス
ポ
ッ
ト

の
一
つ
で
す
。
高
槻
森

林
観
光
セ
ン
タ
ー
内
に

は
左
記
の
施
設
が
あ
り

ま
す
。 

山
び
こ
の
森 

ス
ギ
や
ヒ
ノ

キ
の
丸
太
で
造
ら
れ
た
ト
リ

デ
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
や
シ

ー
ソ
ー
な
ど
、
大
阪
府
内
産

木
材
で
作
っ
た

様
々
な
遊
具
を
配

置
し
て
い
ま
す
。 

大
自
然
の
中
を
滑

り
降
り
る
、
全
長

八
十
ｍ
、
高
低
差

二
十
五
ｍ
の
ジ
ャ

ン
ボ
ロ
ー
ラ
ー
す

べ
り
台
も
あ
り
ま

す
。 

し
い
た
け
セ
ン
タ

ー 

ハ
ウ
ス
の
中

で
は
肉
厚
の
し
い

た
け
が
栽
培
さ
れ

て
い
ま
す
。 

天
候
や
季
節
に
左

右
さ
れ
ず
、
一
年

中
し
い
た
け
狩
り

が
楽
し
め
ま
す
。 

さ
さ
ゆ
り
の
里
：
浪
速
伝
統

野
菜
と
地
元
産
を
中
心
と
し

た
有
機
野
菜
を
国
産
牛
や
京

都
赤
地
鶏
、
三
島
地
区
産
米

と
組
み
合
わ
せ
た
、
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
ハ
ウ
ス
。 

樫
田
浴
湯 

森
林
の
手
入
れ

で
生
じ
た
間
伐
材
を
加
工
し

た
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料

「
ペ
レ
ッ
ト
」
で
温
水
に
保

た
れ
て
い
る
。 

槻
の
郷
荘
・
別
館 

大
小
の

和
室
で
構
成
し
た
宿
泊
施
設

で
す
。
ど
の
部
屋
の
窓
か
ら

も
森
林
を
眺
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
別
館
（
コ
テ
ー
ジ
）

は
２
階
建
て
コ
テ
ー
ジ
で
す
。 

研
修
室 

管
理
棟
に
併
設
し

た
定
員
四
十
名
の
研
修
室
が

あ
り
ま
す
。 

ロ
グ
ハ
ウ
ス
風
の
様
式
で
す
。 

（
Ｖ
Ｇ
槻
輪
総
会
後
に
槻
の

郷
荘
・
別
館
で
親
睦
会
開
催
） 
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東
日
本
大
震
災
体
験
記 

第
二
章 

職
場
が
お
台
場
に
あ
る
娘

婿
は
連
絡
が
取
れ
な
い
ま
ま

夜
に
な
り
心
配
で
し
た
。 

そ
の
後
マ
マ
が
パ
ソ
コ
ン
、

ツ
イ
ッ
タ
ー
で
パ
パ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
見
つ
け
「
パ
パ
は

六
時
過
ぎ
に
同
僚
と
二
人
で

タ
ク
シ
ー
を
捕
ま
え
乗
車
し

た
！
」
と
解
り
ほ
っ
と
し
ま

し
た
。 

キ
ッ
チ
ン
、
ダ
イ

ニ
ン
グ
と
リ
ビ
ン
グ
を
片
付

け
て
全
員
が
一
緒
に
横
に
な

れ
る
よ
う
に
お
布
団
を
敷
き

子
供
達
は
十
時
に
寝
ま
し
た
。

そ
の
後
其
々
の
携
帯
電
話
に

余
震
警
告
音
が
鳴
る
度
に
子

供
達
を
起
こ
し
て
、
廊
下
に

集
合
、
ジ
ャ
ン
バ
ー
を
着
て

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
り
、
揺

れ
が
治
ま
る
と
お
布
団
の
中

に
～
の
繰
り
返
し
で
し
た
。 

玄
関
の
ド
ア
を
開
け
た
ま
ま

過
ご
し
、
や
っ
と
深
夜
一
時

過
ぎ
に
パ
パ
が
帰
宅
。
一
同

安
心
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
し

て
も
普
段
二
十
五
分
位
の
距

離
が
な
ん
と
六
時
間
半
と

は
！
震
災
後
ず
っ
と
Ｔ
Ｖ
を

つ
け
て
い
ま
し
た
が
、
次
々

と
映
し
出
さ
れ
る
東
北
地
方

の
壊
滅
的
な
シ
ー
ン
に
涙
が

出
ま
し
た
。
更
に
福
島
原
発

の
深
刻
な
事
態
に
自
分
達
は

不
幸
中
の
幸
い
と
思
え
ま
し

た
。
家
具
の
殆
ど
は
倒
壊
防

止
策
の
お
陰
で
倒
れ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
立
て
か
け
た
だ

け
の
お
琴
が
二
台
倒
れ
、
壁

の
振
子
時
計
の
窓
が
開
き
絵

画
も
傾
い
て
い
ま
し
た
。 

 

以
前
か
ら
の
各
自
の
非
常

用
リ
ュ
ッ
ク
と
飲
料
水
、
使

い
水
の
確
保
も
四
、
五
日
な

ら
足
り
ま
し
た
が
一
番
困
っ

た
の
は
ト
イ
レ
で
し
た
。 

四
日
目
の
十
五
日
に
小
学
校

閉
鎖
と
決
定
！
「
そ
れ
な
ら

安
心
、
安
全
な
大
阪
に
」
と

孫
二
人
を
連
れ
て
戻
り
、
京

都
駅
に
着
く
と
平
和
な
平
常

の
生
活
・
・
・ 

た
っ
た
二
時
間
半
で
こ
の
ギ

ャ
ッ
プ
？
ヘ
ル
メ
ッ
ト
姿
の

子
供
達
が
変
な
感
じ
で
し

た
！ 

つ
く
づ
く
水
の
大
切
さ
を
思

い
知
っ
た
体
験
で
も
あ
り
ま

し
た
。 
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平成２３年４月【百花繚乱】 

１４日 茨木市弁天さんの枝垂れ桜を 

見に行ってきました。弁天さんの 

本堂の前に大きく枝をのばして咲く 

枝垂れ桜は、見事な大木で見応えが 

あります。 
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四 季 彩 
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